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－ 3 － 
定的反省に到る行程 Bewegungを通して「（他ならぬ）自己自身における反省としての本質」になるの























反省は本質が自己自身において仮象［映現］する運動 das Scheinen des Wesens in sich selbstであ
る。自己への無限の還帰としての本質は直接的な単一態 Eihfachheitではなくて否定的な単
一態である。本質は区別された諸契機 unterschiedene Momenteを通じての運動であり、自己と
の絶対的な媒介 absolute Vermittlung mit sichである。しかし本質はそれのこれらの契機へと










－ 4 － 
 そこでヘーゲルの説く反省規定論のあらましを引いておこう。 


























つまり本質はその絶対的否定態において自己自身と同等 sicn selbst gleichであり、だから本質は
その否定態によって他在 Andersseinと他者への関係 Beziehung auf Anderesとが端的にそれ自身のも
とで消滅し an sich selbst verschwinden、純粋な自己同等性 reine Sichselbstgleichheitになっている。
かくして本質は単一な自己との同一性 einfache Identitat mit sichである。 
 「二つの商品の価値関係 Wertverhaltnisは、一つの商品にとっての最も簡単な価値表現を与え」







































－ 6 － 
て an sich selbst止揚されており、有それ自体 Sein an sichにおけるこの単一な否定態が同一性そ






































































運動 das Setzen des Nichtseins als das Nichtsein des Anderenである。しかし他者の非有は他者の止揚


























 かくして同一性（「ＡはＡである」）は自己自身への反省 Reflexion in sich selbst（「Ａは、非Ａではなく
て、Ａである」）であるが、それは内的な反撥［（Ａの非Ａを）突き放す運動］das innerliche Abstosenという
意味でのみ自己内反省 Reflexion-in-sichであり、（突き放すことで）自己を直ちに自己の中へ取り戻
－ 8 － 
























































 ａ 相対的価値形態の内実 
（１）p.84⇔ⅢＢ区別１絶対的区別p.44 
 或る一つの商品の簡単な価値表現 einfacher Wertausdruckが二つの商品の価値関係のうちに
どのように潜んでいるかをみつけ出すためには、この価値関係を、さしあたりその量的関
係［側面］seiner quantitative Seiteから全く独立に unabhangig、考察しなければならない。人は、
たいてい、これと正反対のことを行なっており、価値関係のうちに、二種類の商品の一定
分量 bestimmte Quantaどうしが等しいとされる gleichgelten割合［比率］Proportionだけを見てい
る。その場合、見落とされているのは、異なった［差異された］verschieden物の大きさは、そ
れらが同じ単位（統一体）dieselbe Einheitに還元 Reduktionされてはじめて、量的に比較され得







な区別 ein quantativer Unterschiedにすぎず、この区別はさしあたりまだ我々の問題ではない。










































 20エレのリンネル＝１着の上着 であろうと、＝20着の上着 であろうと、＝ｘ着の上着 
－ 11 － 
であろうと、すなわち、一定分量のリンネルが多くの上着に値しようと少ない上着に値し
ようと、このような割合はどれも、リンネルと上着とは、価値の大きさとしては、同じ単
位 dieselbe Einheitの諸表現であり、同じ性質の諸物 Dinge von derselben Naturであるというこ






れ故区別そのもの Unterschied selbstは単純［単一］な概念である。二つのものが「…の点で darin, 
das…」互に区別されるというとき、「…の点で」とは同じ一つの見地において in einer und derselben 
Rucksicht、同一の規定根拠において in demselben Bestimmungsgrunde、という意味である。だからこの




































ようなものとしてのみ、上着はリンネルと同じもの dasselbe wie die Leinwandだからである。
他方では、リンネルそれ自身の価値存在［固有の価値存在・固有のもの］das eigne Wertseinが現わ










































im Wertverhaltnis einer Ware zur andernそうではない。ここでは、その商品の価値性格 Wertcharakter











と他のものとの「区別を捨象する vom Unterschied abstrahierenことで等置する運動das Gleichsetzen」（同 p.36）であ
























































 もっとも、リンネルの価値を構成している woraus der Wert der Leinwand bestehen労働の独自
な［特有の］性格を表現するだけでは十分ではない。流動状態にあるim flussigen Zustand人間
的労働力、すなわち人間的労働は、価値を形成する bildenけれども、価値ではない。それ












 同一性は、それ自身において an ihr selbst差異性に崩壊する in Verschiedenheit zerfallen（p.46）






als Verschwindendeあるにすぎないが、しかし成そのもの das Werden als solchesも有と無との区別Unterschiedenheit
があることによってのみある。だから有と無との消失する運動das Verschwindenは成の消失する運動であり、或いは消失
する運動そのものの消失する運動である。つまり、成は支柱のない動揺であるが、この動揺は一個の静止的な結果へと崩



















































































またそれぞれの規定態に無関心であるところの差異されたもの一般 das Verschiedene uberhauptと






























































































わすには不適切である。Paris vaut bien une messe! 
－ 21 － 
 即自的な自己内反省（一つの外的なものとしての自己への関係）において、即自的な反省［反省それ自体］
Reflexion an sichと外的反省とは、区別の契機である同一性と区別がそれへと自己を措定すると






















































 従って、価値関係の媒介によって vermittelst des Wertverhaltnisses、商品Ｂの自然形態が商
品Ａの価値形態となる。言い換えれば、商品Ｂの身体が商品Ａの価値鏡 Wertspiegelとなる。









のそのもの das Ungleiche selbstの区別なのではない。或るものが他の或るものに同等かそれとも
不等か gleich oder nichtということは、これら二つの或るものの何れにも関わる angehenことでは
















































heruber- und hinubergehende Beziehenは、これらの規定そのもの（同等性・不等性）にとっては外面的で
ある。またこの両規定は相互関係せず nicht aufeinand r、各々は向自的に［切り離されて］fur sich












































にもつ）自己疎外的な反省 sich entfremdete Reflexionにおいては、同等性
と不等性とは相互に対して自ら関係付けられていないものとして als gegeneinander selbst 
unbezogene現われる hervorkommen（p.49）。そこで、この反省は両者を「…の限りにおいてInsofern」、









































































間内に in derselben Arbeitszeit、今や一般的に、以前よりも多量か少量の商品分量が供給さ
れるということから見てとれるであろう。 
 



















































das Gleicheは自己自身の同等なものではなく、また不等なもの das Ungleicheも自己自身の不等な
ものではなくて、自己に不等なものの不等なものとして、それ自身同等なものである。それ故
に同等なものと不等なものとは共に自己自身の不等なものである。従って両者の各々は次のよ
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